
湿地のグリーンウェイブ 201５/湿地と共に生きるー湿地を守り賢明に利用しよう 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇日時：５月３１(日) 1０:００～1２:３０ ＊小雨決行 
◇ 参加費：おとな３００円・高校生以下１００円（保険代・資料代）★小学生は保護者同伴。 

◇ 持ち物：帽子・飲み物（スポーツドリンクなど）・長靴又はよごれてもよい靴（靴下をはい

てください）・ぬれてもいい服装・小さな子は着替えをもってきてね。  

◇問合先：Tel ０８８-６２３-６７８３  （とくしま自然観察の会）http://shiomaneki.info/ 

Tel ０８８-６２６-２２５７  （徳島子ども劇場）http://toku-k-g.sakura.ne.jp/ 

◇ラムサールネットワーク日本 湿地のグリーンウェイブ http://www.ramnet-j.org/gw/ 

 

主催：とくしま自然観察の会＆徳島子ども劇場 

後援 ： 徳島市教育委員会 

 

集合場所：吉野川河口南堤グランド東詰 
＊事前参加の申込は必要ありません。当日参加、大歓迎です。 

 
吉野川河口は魅力がいっぱいです。自然と人との暮らしが、隣り合わせにあります。河口から第十堰がある 14.5

㎞の地点まで広がる汽水域は、吉野川の多様な生命や暮らしをつないでいます。そして、ここには、今日、失い

つつある日本の河口本来の姿があり、広大な河口干潟が残されています。干潟には、レッドデータブックに掲載

されているシオマネキ、ハクセンシオマネキやルイスハンミョウはじめ、今や各地の干潟から姿を消しつつある

多種多様な生きものが、ごく当たり前に見られる場所です。それから、ダイゼン、メダイチドリ、ハマシギなど

渡り鳥の飛来数が多く、アジアでも有数の干潟として知られています。 

人間にとっても、吉野川河口は良質な海苔やシジミを産出しており、河口の広大な風景は人々に最も愛される

場所として親しまれ、豊かな水辺環境を提供しています。 

とりわけ河口 500ｈａは、1996 年に国際的に重要な湿地帯のネットワークである、「東アジア・オーストラリア

地域シギ・チドリ類重要生息地ネットワーク」に日本で初めて参加したほか、2010 年には、河口汽水域が環境省

によって、ラムサール条約湿地潜在候補地にも指定されるなど、など、国内外において、生物多様性の保全上、

重要な環境として認められてきました。吉野川は、賢明な利用を謳っている、ラムサール条約にふさわしい湿地

です。吉野川河口の汽水域を四国で初めてのラムサール条約湿地登録をめざしましょう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざせラムサール！！ 

http://shiomaneki.info/
http://toku-k-g.sakura.ne.jp/
http://www.ramnet-j.org/gw/


 

 


